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「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
町
村

対
抗
第
12
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
が
９
月
５
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

正
午
、
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ

ム
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
県

内
66
市
町
村
の
代
表
選
手
た
ち

は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

ゴ
ー
ル
の
県
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
ま
で
の
33
・
８
㎞
、
８
区

間
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

新
五
戸
町
と
し
て
は
初
参
戦
の

当
町
は
、
早
い
段
階
か
ら
合
併
を

見
据
え
、
五
戸
・
倉
石
合
同
の
選

考
会
を
実
施
。
７
月
か
ら
は
週
３

回
の
練
習
の
ほ
か
、
合
宿
や
コ
ー

ス
の
試
走
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

大
会
本
番
、
選
手
た
ち
は
「
疾

風
」
と
書
か
れ
た
揃
い
の
鉢
巻
き

を
巻
き
、
一
致
団
結
し
て
力
走
。

１
時
間
52
分
34
秒
の
タ
イ
ム
で
、

町
の
部
第
４
位
と
昨
年
よ
り
も
順

位
を
ひ
と
つ
上
げ
、
総
合
の
部
で

も
第
９
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

▼
最
近
、
街
を
走
っ
て
い
る
カ
ラ

フ
ル
な
バ
ス
。
も
う
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
？

町
で
は
人
権
啓
発
活
動
事
業
の

一
環
と
し
て
、
南
部
バ
ス
㈱
の
協

力
に
よ
り
路
線
バ
ス
に
人
権
尊
重

を
訴
え
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
ま

し
た
。
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
人
Ｋ
Ｅ

け

Ｎん

ま
も
る
君
・

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
や
「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の
人
権
意
識
」
と
い
っ

た
標
語
、
町
の
花
・
鳥
・
木
な
ど

が
車
体
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
運

行
は
五
戸
―
八
戸
間
で
来
年
３
月

31
日
ま
で
の
予
定
。

▼
全
国
的
に
も
珍
し
い
民
間
の
中

心
街
循
環
無
料
バ
ス
、
通
称
「
五

戸
ち
ん
ち
ん
バ
ス
」
が
、
９
月
１

日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
高
齢
患
者
の
通
院
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
」
と
、
町
内
の
医

院
や
調
剤
薬
局
で
組
織
し
た
五
戸

町
循
環
バ
ス
運
営
委
員
会
（
山
崎

紀
一
委
員
長
）
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
バ
ス
停
は
、
医
療
機

関
や
南
部
バ
ス
停
留
所
な
ど
約
３

０
０
ｍ
間
隔
で
設
置
。
患
者
以
外

で
も
利
用
で
き
る
た
め
、
商
店
街

の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

選手・役員の皆さん、お疲れ様でした

「チンチン…」と懐かしい音が街に響く

人目を引く「人権ラッピングバス」

選手オーダー表　　　監督　藤　村　　誠 
区　間  選   手   名　（年齢） 

和田　卓也　（18） 

八 戸 西 高 校 （３年） 
十和田工業高校 （３年） 
五 戸 中 学 校 （３年） 
陸 上 自 衛 隊 青 森  
青森山田高校 （２年） 
倉 石 中 学 校 （３年） 
陸 上 自 衛 隊 八 戸  
五 戸 中 学 校 （３年） 
八 戸 西 高 校 （２年） 
五 戸 中 学 校 （３年） 
陸 上 自 衛 隊 八 戸  
光　星　学　院 （１年） 
五 戸 中 学 校 （３年） 

五 戸 中 学 校 （３年） 
青　森　大　学 （２年） 

前田　諒介　（14） 
手倉森洋人　（17） 
村越　　徹　（17） 
林　　千秋　（14） 
三浦　隆寛　（19） 
三浦　　梢　（16） 
小笠原　明　（14） 
川崎　準平　（24） 
本木　大地　（14） 
川村　侑也　（15） 
中原千代美　（14） 
柳沢　貴之　（27） 
倉橋　由季　（15） 
岡田　　元　（14） 

勤務先・学校名（学年） 
第１区 
第２区 
第３区 
第４区 
第５区 
第６区 
第７区 
第８区 



私
た
ち
の
町
を
築
き
上
げ
て
き
た
先
輩
方

の
長
寿
と
健
康
を
祝
う
敬
老
会
が
、
４
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
で
は
、
鳥
谷
部

志
郎
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
「
ご
健
康
と
さ

ら
な
る
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
三
浦
正
名
町
長
か
ら
１
０
０
歳

到
達
の
長
寿
者
２
人
と
88
歳
到
達
の
長
寿
夫

婦
３
組
に
県
知
事
顕
彰
状
を
伝
達
、
さ
ら
に
88

歳
の
米
寿
を
迎
え
た
方
79
人
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

県
知
事
顕
彰
者
（
敬
称
略
）

■
１
０
０
歳
到
達
者

新
井
山
　
権
　
太
（
切
谷
内
）

高
　
村
　
勘
次
郎
（
一
ノ
坪
）

■
88
歳
到
達
者
夫
婦

谷
　
地
　
要
之
助
（
博
労
町
）

き
　
わ

大
久
保
　
勘
次
郎
（
大
森
）

か
　
ん

坂
　
本
　
芳
　
郎
（
中
市
）

節

「福が来ますように」と切谷内保育所から
フ
・
ク
・
ロウのマスコットが贈られた

長寿者夫婦の谷地きわさん

「お互いの健康にかんぱ～い」

「せんせいがんばれ～！」

未来の消防士？

「いやぁ、めごいごど」
浅田保育所の歌と踊りに大きな拍手

長寿を祝い敬老会 長寿を祝い敬老会 

９
月
11
日
、
町
立
公
民
館
に
お

い
て
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
民
族
舞

踊
団
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

緩
や
か
で
優
雅
な
演
奏
と
踊
り

は
、
大
勢
の
観
客
を
異
国
へ
と
い

ざ
な
い
ま
し
た
。
踊
り
は
扇
や
傘

を
使
っ
た
も
の
や
孔
雀
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
も
の
な
ど
様
々
。「
ラ

ム
　
ウ
オ
ン
」
と
い
う
輪
踊
り
に

は
、
観
客
も
参
加
し
て
盆
踊
り
の

よ
う
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

浅
田
保
育
所
で
こ
の
ほ
ど
、
消

防
総
合
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
隣
接
す
る
役
場
浅
田

支
所
か
ら
の
出
火
を
想
定
。
子
ど

も
た
ち
は
、
先
生
に
誘
導
さ
れ
て

て
き
ぱ
き
と
園
庭
に
非
難
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
職
員
に
よ
る
消
火

訓
練
が
行
わ
れ
、
最
後
に
消
防
車

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。



●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

芸
術
の
秋
で
す
。
川
柳
・
短
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

岩
間
　
夢
都

田
鎖
　
晴
夫
　
（
苗
代
沢
）

前
田
　
芳
実
　
（
中
道
十
文
字
）

三
浦
　
幸
子
　
（
ひ
ば
り
野
）

小
泉
　
禮
子
　
（
地
蔵
平
）

浜
中
も
と
く

a
奥
　
恵
女
　
（
川
原
町
）

江
渡
　
英
子
　
（
愛
宕
下
タ
）

田
村
　
花
絵
　
（
新
　
丁
）

三
浦
マ
サ
子
　
（
豊
間
内
）

田
中
　
　
実
　
（
新
蔵
長
根
）

大
釜
　
丸
子
　
（
竹
　
原
）

江
渡
春
光
女
　
（
荒
　
町
）

三
浦
　
悦
子
　
（
下
モ
沢
向
）

軽
米
　
友
子
　
（
沢
　
向
）

丸
屋
　
か
く
　
（
天
満
後
）

深
畑
さ
ざ
え
　
（
大
学
沢
）

藤
田
　
雪
魚
　
（
川
原
町
）

藤
村
　
ナ
ヲ
　
（
鍛
冶
屋
窪
）

小
林
　
静
枝
　
（
市
川
道
十
文
字

）

善
　
太
　
郎
　
（
五
戸
町
）

田
中
舘
a
則
　
（
ひ
ば
り
野
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
　
（
ひ
ば
り
野
）

高
嶋
　
春
松
　
（
野
　
月
）

田
代
十
志
男
　
（
上
市
川
）

原
　
は
つ
ゑ
　
（
上
市
川
）

橘
　
ミ
ネ
子
　
（
北
市
川
）

類
家
　
清
美
　
（
菖
蒲
川
）

町では少子化対策の一環として、子どもを安心して産み育てることができ
る環境を整備するため、平成１８年度をめどに公立保育所の統合と民営化を
目指しながら、段階的に保育料の引き下げを行い、子育て不安の解消や負担
緩和に取り組むとともに、充実した子育て環境の整備を図ります。

●具体的な進め方

①平成１６年１０月から現行の保育料（保護者負担金）を２５％減額｝②公立保育所の統合と民営化が図られた段階でさらに２５％程度減額

問い合わせ先　役場福祉課　 ６２－２１１１　内線２５０～２５３

最終的に現行
の５０％程度
まで引き下げ



本
の
文
化
を
学
び
、
そ
し
て
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
を
皆
さ
ん
に

教
え
る
こ
と
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
と
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
大
き

く
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
私
が
英
語
を
教

え
る
こ
と
に
な
る
生
徒
た
ち
に

は
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
に
つ
い

て
も
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

私
が
日
本
で
の
生
活
を
終
え
て

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
帰
国
す
る
と

き
に
は
、
日
本
で
の
多
く
の
経
験

や
文
化
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
家

族
や
友
人
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
は
英
語
指
導
助

手
と
し
て
五
戸
町
で

働
け
る
機
会
を
得
た

こ
と
を
、
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
日
本
で
挑
戦

す
る
全
て
の
こ
と
を

と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

多
分
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
へ
帰
る
と
き
に
は
、
五
戸

町
を
恋
し
く
思
い
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

に
な
る
で
し
ょ
う
。

五
戸
町
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
本
の
礼
儀
」
は
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

指
導
者
と
し
て
英
語
を
教
え
る

こ
と
は
初
め
て
で
す
が
、
今
ま
で

も
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
五
戸
町
で

英
語
指
導
助
手
と
し
て
働
け
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

私
は
８
月
４
日
に
五
戸
町
に
来

ま
し
た
。
五
戸
町
の
皆
さ
ん
は
と

て
も
親
切
で
す
し
、
景
色
も
き
れ

い
で
、
温
泉
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

い
い
所
で
す
。

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
五
戸
町
で

子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
こ

と
と
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
こ
と

を
頑
張
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

ユ
エ
ン
・
ワ
イ
ネ
ス

五
戸
町
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
。
私
の
名
前
は
ユ
エ
ン
・
ワ

イ
ネ
ス
で
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ト
ー
バ
モ
リ
ー
か
ら
来
ま
し
た
。

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
日

本
の
文
化
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
最
初
は
「
マ

ン
ガ
」
と
「
ゴ
ジ
ラ
の
映
画
」
が

大
好
き
で
、
そ
れ
か
ら
日
本
の

「
歴
史
」
・
「
習
慣
」
へ
と
興
味

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
五
戸
町
の
英
語
指
導
助
手

に
な
れ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

８
月
４
日
に
青
森
空
港
に
到
着

し
た
と
き
、
こ
れ
か
ら
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
に
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と

心
配
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

山
と
青
森
の
八
甲

田
山
の
山
並
み
は

と
て
も
似
て
い
る

の
で
、
少
し
安
心

し
ま
し
た
。

五
戸
町
は
私
の

故
郷
と
比
べ
て
と

て
も
大
き
い
町

で
、
気
温
も
と
て

も
高
い
所
で
す
。

私
は
以
前
か
ら
、
日
本
と
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
名
な
接
点
は

「
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
「
ゴ
ル
フ
」

だ
け
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
私
が
、
こ
の
機
会
に
日

ミ
シ
ェ
ル
・
ラ
ム

五
戸
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ラ
ム
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
大
学
で
、
経
営
学
と
日
本

語
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

参
り
ま
し
た
。
私
と
家
族
は
12
年

間
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
住
ん

で
お
り
、
そ
の
前
は
香
港
と
台
湾

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
香
港

で
生
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
の
で
、

北
京
語
と
広
東
語
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い

ま
し
た
の
で
、
英
語
も
話
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。英
語
と
中
国
語
は
、

話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
身
に
付
き
ま
し
た
が
、
日
本
語

は
自
分
が
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た

の
で
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

日
本
で
働
く
こ
と
は
、
私
の
夢

で
し
た
。
日
本
の
文
化
と
日
本
語

は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

青森ねぶたにて（後列右）

五戸まつりに参加（右から３人目）



内科副医長

對
つし

馬
ま

清
きよ

人
と

内
科
に
對
馬
先
生
を

お
迎
え
し
ま
す

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

深
瀬
　
耕
二 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
差
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
大

き
な
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
限

り
、
術
後
７
、
８
日
で
元
気
に
退

院
が
で
き
ま
す
。
東
京
な
ど
の
都

会
の
病
院
で
は
術
後
３
日
目
で
退

院
、
抜
糸
は
外
来
で
行
っ
て
い
る

施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。
当
院
で

も
私
が
着
任
し
て
か
ら
既
に
３
人

の
患
者
さ
ん
が
こ
の
手
術
を
受
け

７
、
８
日
で
退
院
し
、
先
日
も
術

後
４
日
目
で
元
気
に
退
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。た

だ
し
、
手
術
中
に
胆
嚢
に
出

入
り
す
る
血
管
や
胆
嚢
管
が
探
せ

な
い
と
き
や
、
出
血
が
多
い
と
き

に
は
10
㎝
程
度
お
な
か
を
開
け
る

手
術
（
開
腹
手
術
）
に
変
更
し
て
、

十
分
な
視
野
を
確
保
し
安
全
な
手

術
を
行
い
ま
す
。

手
術
の
あ
と
は
大
き
な
合
併
症

が
な
い
限
り
通
院
、
治
療
が
い
り

ま
せ
ん
。胆
嚢
が
な
く
な
っ
て
も
、

胆
汁
は
き
ち
ん
と
十
二
指
腸
に
流

れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
食
事
の
制

限
や
後
遺
症
も
な
く
、
普
段
通
り

の
生
活
が
行
え
ま
す
。
傷
も
１
㎝
程

度
な
の
で
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。

当
院
で
も
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出

術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
胆
石
が
あ

る
と
言
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
前

記
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
は
遠

慮
な
く
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

外
科
で
は
こ
の
手
術
以
外
に
も

様
々
な
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
患
者
さ
ん
と
御
家
族

に
病
気
や
手
術
に
つ
い
て
十
分
相

談
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
安
全

な
手
術
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

五
戸
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
戸
総
合
病
院
で
は
、
こ
れ
ま

で
診
療
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
西

谷
大
輔
先
生
が
退
職
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
10
月
１
日
付
け
で
對
馬

清
人
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
す
。

・
青
森
市
出
身

・
昭
和
37
年
12
月
23
日
生（
41
歳
）

・
昭
和
61
年
３
月
東
北
大
学
工
学

部
卒
業

・
昭
和
63
年
３
月
東
北
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
第
２
学
年
修
了

・
昭
和
63
年
４
月
青
森
県
職
員
採

用
・
平
成
６
年
４
月
弘
前
大
学
医
学

部
入
学

・
平
成
12
年
３
月
弘
前
大
学
医
学

部
卒
業

・
平
成
13
年
５
月
医
師
免
許
取
得

・
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

五
所
川
原
市
立
西
北
中
央
病
院

な
ど
で
診
療
に
従
事

・
専
門
は
消
化
器
内
科

☆
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
は
現
在
、
火
〜
土
の
診
療
体
制
で
す

が
、
大
学
医
局
の
都
合
に
よ
り
10
月
か
ら
は
土
曜
日
が
休

診
と
な
り
、
火
〜
金
の
診
療
体
制
に
な
り
ま
す
。

☆
循
環
器
内
科
外
来
の
診
療
時
間
が
変
わ
り
ま
す

水
曜
日
の
循
環
器
内
科
外
来
（
東
山
先
生
）
の
診
療
が

10
月
か
ら
午
後
（
受
付
時
間
13
時
〜
16
時
）
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
木
曜
日
（
三
浦
先
生
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。



地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院外科副医長

原
はら

田
だ

昭
あき

彦
ひこ

胆
石
症
と
そ
の
手
術

７
月
１
日
付
け
で
五
戸
総
合
病

院
外
科
に
佐
々
木
先
生
の
後
任
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。
簡
単
に
自

己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、昭
和
40
年
の
弘
前
生
ま
れ
で
、

幼
い
頃
ま
で
青
森
で
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
仙
台
で
高
校
卒
業

す
る
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、
祖

父
母
の
い
る
弘
前
ま
で
夏
休
み
や

冬
休
み
に
な
る
と
東
北
本
線
の
電

車
に
乗
っ
て
こ
の
辺
り
を
何
度
も

通
っ
た
り
、
八
戸
や
十
和
田
ま
で

来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
に
来
て

か
ら
は
懐
か
し
さ
と
親
し
み
を
感

じ
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

私
が
勤
め
て
き
た
病
院
で
は
毎
日

朝
か
ら
夜
ま
で
手
術
、術
後
管
理
、

外
来
と
病
棟
の
患
者
の
診
察
な
ど

に
追
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
病

院
は
田
舎
と
言
っ
て
は
失
礼
で
す

が
、
毎
日
の
時
間
の
流
れ
が
ゆ
っ

く
り
と
し
て
い
て
、
仕
事
中
に
ふ

と
息
を
抜
け
る
時
間
が
あ
り
、
も

し
か
し
た
ら
こ
れ
が
本
来
の
人
間

の
働
く
ペ
ー
ス
な
の
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
北
大
学
消
化
器
外
科

（
大
学
病
院
）
で
は
、
そ
の
専
門

性
か
ら
消
化
管
や
肝
胆
膵
を
、
市

中
の
病
院
で
は
そ
れ
に
加
え
て
乳

腺
、
甲
状
腺
を
中
心
に
研
究
や
診

療
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
寄
稿
す
る
に
あ
た
り
、
み
な
さ

ん
も
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
胆
石
症
と
そ
の
手
術
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

胆
石
症
と
は

胆
石
症
と
は
胆
嚢
や
胆
管
の
中

に
石
が
で
き
て
、
そ
れ
が
原
因
で

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
現
し
ま

す
。
例
え
ば
、
突
然
胃
の
あ
た
り

や
背
中
、右
肩
が
痛
く
な
っ
た
り
、

普
段
か
ら
何
と
な
く
胃
の
あ
た
り

が
重
苦
し
か
っ
た
り
し
ま
す
。
ひ

ど
い
と
き
は
転
げ
回
る
く
ら
い
の

激
痛
で
救
急
車
で
運
ば
れ
て
来
た

り
、
高
熱
や
黄
疸
（
肌
や
眼
球
が

黄
色
、
尿
が
茶
褐
色
に
な
る
）
に

な
っ
て
来
る
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
そ
れ
と
は
反
対
に
今
ま
で
症

状
が
な
く
、
健
康
診
断
や
ド
ッ
ク

の
超
音
波
検
査
な
ど
で
偶
然
発
見

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
（
き
っ
と
身

に
覚
え
の
あ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
）。

胆
嚢
は
、
肝
臓
の
右
下
（
裏
側
）

に
く
っ
つ
い
た
茄
子
の
形
を
し
た

袋
状
の
臓
器
で
す
。
胆
嚢
の
働
き

は
肝
臓
で
作
ら
れ
た
胆
汁
（
消
化

液
）
を
一
時
的
に
貯
め
て
お
く
タ

ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
食
事

を
す
る
と
胆
嚢
が
収
縮
し
、
胆
汁

が
総
胆
管
を
通
し
て
十
二
指
腸
に

流
れ
ま
す
。
便
が
茶
色
い
の
は
こ

の
胆
汁
の
せ
い
で
す
。

胆
石
症
に
は
、
胆
嚢
内
だ
け
に

石
が
で
き
る
胆
嚢
結
石
、
胆
嚢
内

と
胆
管
内
に
で
き
る
胆
嚢
総
胆
管

結
石
、
肝
臓
の
中
の
胆
管
に
で
き

る
肝
内
結
石
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
石
の
種
類
も
い
く
つ
か
あ

り
、
個
数
も
１
個
だ
け
の
も
の
か

ら
３
０
０
個
も
び
っ
し
り
と
胆
嚢

に
詰
ま
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い

ま
す
。

症
状
が
軽
け
れ
ば
外
来
で
経
過

観
察
を
し
て
も
良
い
の
で
す
が
、

症
状
を
何
回
も
繰
り
返
し
た
り
、

高
熱
や
黄
疸
が
あ
る
患
者
さ
ん
は

入
院
し
て
治
療
が
必
要
と
な
り
、

胆
嚢
に
脇
腹
か
ら
細
い
チ
ュ
ー
ブ

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
を
飲
ん
で

石
を
溶
か
す
方
法
も
あ
る
の
で
す

が
、
あ
ま
り
効
果
が
な
い
よ
う
で

す
。
根
本
的
に
は
手
術
を
し
て
治

す
の
が
一
番
で
す
。
特
に
胆
嚢
結

石
を
放
っ
て
お
く
と
、
前
記
の
よ

う
な
症
状
を
繰
り
返
し
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
炎
症
が
高
度
に
な
っ
て

胆
嚢
に
穴
が
開
き
、
胆
汁
が
漏
れ

腹
膜
炎
と
な
っ
て
緊
急
手
術
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
胆

嚢
癌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

腹
腔
鏡
手
術
と
は

手
術
方
法
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
胆
嚢
結
石
症
に
対

す
る
一
般
的
な
手
術
で
あ
る
、
腹

腔
鏡
の
手
術
に
つ
い
て
簡
単
に
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
か

ら
15
年
く
ら
い
前
ま
で
は
胆
嚢
結

石
症
の
手
術
と
な
る
と
、
お
な
か

を
10
〜
15
㎝
切
開
し
て
胆
嚢
を
摘

出
す
る
手
術
、
い
わ
ゆ
る
開
腹
胆

嚢
摘
出
術
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
腹
腔
鏡
の
手
術
、
腹

腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
は
１
９
８
７

年
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
、
日
本

で
も
１
９
９
０
年
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
胆
嚢
結
石
症

に
対
す
る
一
般
的
な
手
術
方
法
と

な
り
、
開
腹
手
術
（
腹
の
手
術
）

の
既
往
の
あ
る
患
者
さ
ん
や
胆
嚢

炎
の
高
度
な
患
者
さ
ん
以
外
は
、

腹
腔
鏡
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

腹
腔
鏡
の
手
術
は
、
お
な
か
に

４
ヵ
所
、
１
㎝
の
穴
を
開
け
て
、

炭
酸
ガ
ス
で
お
な
か
を
膨
ら
ま
せ

ま
す
。
穴
の
１
ヵ
所
か
ら
カ
メ
ラ

を
入
れ
て
お
な
か
の
中
の
様
子
を

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
見
な
が
ら
、

外
科
医
２
〜
３
人
で
鉗
子
（
マ
ジ

ッ
ク
ハ
ン
ド
の
よ
う
な
道
具
）
を

３
本
で
操
作
し
て
、
胆
嚢
を
取
り

出
し
ま
す
。
手
術
時
間
は
１
〜
２

時
間
で
す
。
何
と
い
っ
て
も
こ
の

手
術
の
特
徴
は
、
傷
が
小
さ
い
た

め
、術
後
の
傷
の
痛
み
が
少
な
く
、

術
後
の
回
復
が
早
い
こ
と
で
す
。

手
術
の
翌
日
か
ら
歩
行
が
で
き
、

ご
飯
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
回
復
も
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努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞最優秀賞 最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞運行部門最優秀賞 
山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） ） （ （ 

特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみことすさのおのみこと すさのおのみこと やまたのおろちやまたのおろち やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

特別賞　新丁　特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 特別賞　新丁　

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 



特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　 役小角川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

新町青年部「特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 新町青年部「加藤清正虎退治」

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 

特別賞　新丁　新町青年部「加藤清正虎退治」 

特別賞　上大町自治会「陰陽師　安倍清明」 

優秀賞　荒町自治会「新田義貞　鎌倉合戦」 

優秀賞　下大町自治会「須佐之男命と八岐大蛇」 

努力賞　川原町青年団「～鬼神使役～　役小角」 

努力賞　努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 努力賞　蛯川学区自治会お祭り会「源平盛衰記　最期の決戦壇ノ浦」 

努力賞　ひばり野自治会「壇ノ浦決戦　義経八艘飛」 

えんのおづの 

すさのおのみこと やまたのおろち 

最優秀賞 博労町自治会「戦国武将外伝　天下一の傾奇者　前田慶次」 山車部門最優秀賞 
運行部門最優秀賞 ） （ 



土俵際の攻防 あなたに捧げるこの太鼓 きれいにお化粧してもらったよ







○国民健康保険被保険者証が、１０月１日から新しくなります
・現在、国民健康保険に加入の方には、役場から９月下旬に郵送させていただきます。

・学（学生等）・遠（長期に他の市町村に滞在の方）の必要な方は、役場から郵送された

新しい保険証を持参して手続きしてください。

なお、学（学生等）の場合は在学証明書が必要です。

○国民健康保険税は納期内に納めましょう
・災害などの特別な事情がないのに国民健康保険税を１年間滞納している世帯には、国民健

康保険被保険者証を返還していただくことになります。その場合、「資格証明書」を交付す

ることになりますが、医療機関等で受診する際には、いったん医療費の全額を支払ってい

ただくことになります。

○退職者医療制度の手続きは、お済みですか
・国民健康保険に加入している方で、厚生年金や共済組合など老齢（退職）年金を受けてい

て、その加入期間が２０年以上あるか、または４０歳以降の加入期間が１０年以上ある方

およびその扶養家族である方です。

・届出の際には、年金証書、保険証、印鑑が必要です。

※医療費の負担などは、一般の国保と変わりありません。

くわしいことは、五戸町役場住民課国保担当におたずねください。

６２－２１１１ 内線１１７・１１８



●
日
　
　
時

平
成
16
年
10
月
９
日
（
土
）

10
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

●
場
　
　
所

十
和
田
市
東
23
番
町
35
│

１

北
里
大
学
獣
医
畜
産
学
部
５
号

館
●
内
　
　
容

・
学
科
お
よ
び
研
究
室
の
教
育
研

究
内
容
の
展
示
と
紹
介

・
模
擬
講
義

「
水
生
態
環
境
学
」

「
植
物
生
態
環
境
学
」

「
生
産
施
設
学
」

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

・
進
学
相
談
会

●
参
　
　
加

入
場
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
当
日
は
紅
葉
祭

（
学
園
祭
）
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
参
加
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

北
里
大
学
生
物
生
産
環
境
学
科

入
試
広
報
担
当
　
田
中

℡
０
１
７
６
│

24
│

９
４
７
３

●
募
集
内
容

ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳

句
、
川
柳
。
１
人
５
点
以
内
。

（
未
発
表
、
自
作
に
限
る
）

●
応
募
方
法

作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
、
雅
号
の
場
合
は

本
名
も
）、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
左
記

に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き
ま
た
は
封
書

〒
１
０
０
│

８
６
９
１

東
京
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第

４
４
５
号

「
わ
が
街
の
俳
句
・
川
柳
コ

ン
ク
ー
ル
」
事
務
局
　
宛

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
│

５
４
６
４
│

３
１
５
４

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://www.lifeisart.info/wagamachi

●
締
め
切
り

平
成
16
年
11
月
15
日
（
月)

（
①
は
当
日
消
印
有
効
、
②
③

は
午
後
11
時
59
分
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
先

㈱
美
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

℡
０
３
│

５
３
６
１
│

６
２
３
３

五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
江

渡
幼
稚
園
で
は
平
成
17
年
度
入
園

児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
入
園
で
き
る
幼
児

平
成
17
年
４
月
２
日
で
満
３

歳
・
４
歳
・
５
歳
に
な
る
幼
児

※
平
成
17
年
度
中
に
満
３
歳
に
な

る
幼
児
は
、
誕
生
月
か
ら
入
園

で
き
ま
す
。

●
募
集
要
項
配
布

平
成
16
年
10
月
15
日（
金
）か
ら

●
入
園
願
書
受
付

平
成
16
年
11
月
１
日（
月
）か
ら

●
そ
の
他

・
各
幼
稚
園
と
も
通
園
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

・
降
園
後
と
、
春
・
夏
・
冬
休
み

の
長
期
休
暇
中
に
も
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
制

度
を
活
用
し
て
保
育
料
の
減
免

を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

℡
62
│

３
４
５
０

・
江
渡
幼
稚
園

℡
62
│

４
３
０
５

●
科
　
　
名

・
電
気
工
学
科

・
イ
ン
テ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
科

・
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

●
願
書
受
付
期
間

平
成
16
年
10
月
７
日（
木
）か
ら

11
月
５
日（
金
）ま
で

●
選

考

日

平
成
16
年
11
月
18
日
（
木)

●
問
い
合
わ
せ
先

県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
１
７
│

７
３
８
│

５
７
２
７

大
字
豊
間
内
字
地
蔵
平
１
│

463

畑
　
　
　
３
１
７
２
g

大
字
豊
間
内
字
熊
戸
69
│

４

畑
　
　
　
１
９
３
５
g

●
申
し
込
み
期
限

平
成
16
年
10
月
15
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
３
２



『浄化槽の日』は、浄化槽法が施行されたのを記念して、昭和６２年に当時の厚生省・建設

省・環境庁の３省庁の提唱により設けられました。

○浄化槽の役割ってなに？
今、大切な資源である水は、私たちが思っている以上に汚染され、美しく豊かだった自然も

破壊されつつあります。その主な原因が、私たちが今まで気にせず流してきた生活排水です。

その原因である汚水を処理するのが浄化槽です。浄化槽により各家庭から出た汚水を処理する

ことは、自然の回復へとつながり、快適な生活を守ることとなります。

○浄化槽を維持するために何をすればいいの？
浄化槽を正しく働かせるためには、保守点検や清掃といった維持管理や法定検査が必要です。

《保守点検および清掃について》

・県知事の登録を受けた業者と保守点検のための委託契約をし、定期的な保守点検を受けま

しょう。

・保守点検および清掃の回数は、浄化槽の方式や規模で違います。

・保守点検および清掃後に「保守点検および清掃の記録表」が

渡されますが、それは３年間保存することになっています。

《法定検査について》

・初めての検査（７条検査）

使用開始してから６～８カ月の間に、浄化槽が正しく設置されているかどうかを主に調べ

るための検査です。

・定期検査（11条検査）

毎年１回、日ごろの保守点検や清掃が適正に行われ、浄化槽の働きが正常に維持されてい

るかどうかを調べるための検査です。

○合併処理浄化槽はなぜ必要なの？
浄化槽は、一般的に次の２種類に分けられます。

・単独処理浄化槽（し尿だけを処理する浄化槽）

・合併処理浄化槽（し尿と併せて台所、風呂、洗濯などの排水を処理する浄化槽）

川や海などを汚している最も大きい原因が台所や風呂などの生活雑排水であるため、現在、

単独処理浄化槽の設置は禁止されており、これまで設置された単独処理浄化槽も合併処理浄化

槽に転換する方向で進んでおります。

し尿だけでなく台所などから出た排水も処理できる合併処理浄化槽に転換することにより、

私たちの快適な生活の確保や大切なふるさとの川や海を守ることにつながります。

問い合わせ先

浄化槽についての相談窓口

青森県環境保健センター　八戸環境管理事務所　℡５１－１９００
法定検査については、下記へお問い合わせください。

社団法人　青森県浄化槽検査センター　℡０１７－７２６－９５００



10月の 
行事予定 
10月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

10月の 
相 　 談 
10月の 
相 　 談 相談は無料です

■ 8日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■14日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■28日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
7日（木） 13：00～15：00
21日（木） 町立公民館児童室

■交通事故巡回相談所
12日（火） 10：00～15：00
25日（月） 八戸市市民相談室

■10日（日）五戸町民ソフトテニス大会
8：30～ ひばり野公園テニスコート

■10日（日）～11日（月）
夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
9：00～ 小渡平公園

■13日（水）宇崎竜童リサイタル
18：30開演　町立公民館

■16日（土）訪問おはなし隊「お話会」
14：00～ 図書館

■20日（水）チャリティー地域音楽祭
18：00開演　町立公民館

■23日（土）～24日（日）
Ｊリーグ観戦ツアー
「柏レイソル」対「セレッソ大阪」

■27日（水）～11月 9日（火）
２００４読書週間

10月の 
献 　 血 
10月の 
献 　 血 

健康なあなたと
私にできること

■13日（水）成分献血
予約制となっていますので希望
する方は役場厚生課献血担当係
（内線274）まで

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
左
記
の
日
程
で
表
示
登
記
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
表

示
登
記
の
専
門
家
で
あ
る
「
土
地

家
屋
調
査
士
」
が
、
土
地
の
境
界

問
題
や
、
そ
の
他
の
建
物
や
土
地

の
表
示
登
記
な
ど
に
関
し
て
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
当
日
は
電
話

に
よ
る
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

平
成
16
年
10
月
31
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

●
場
　
　
所

ラ
ピ
ア
長
崎
屋

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

３
１
７
８

平
成
17
年
度
版
青
森
県
民
手
帳

の
予
約
を
受
付
中
で
す
。
県
内
市

町
村
の
主
要
統
計
や
五
戸
町
の
歩

み
、
ふ
る
さ
と
の
主
な
行
事
な
ど

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

※
カ
バ
ー
は
緑
と
黒
の
２
色
か
ら

選
べ
ま
す
。

※
県
内
温
泉
情
報
を
追
加
し
ま
し

た
。

●
発
行
時
期

10
月
下
旬

●
価
　
格

５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
振
興
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
３
６

行政相談・人権相談については
16ページをご覧ください。



10
月
18
日
（
月
）
か
ら
24
日

（
日
）
ま
で
の
１
週
間
は
「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
毎
日
の

生
活
の
中
で
、
行
政
に
関
す
る
苦

情
・
要
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

○
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

○
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置

に
納
得
で
き
な
い
　
　
　
な
ど

相
談
委
員
が
親
切
に
お
聞
き

し
、
そ
の
解
決
に
協
力
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

●
日
　
　
程

・
行
政
・
人
権
合
同
特
設
相
談

平
成
16
年
10
月
６
日
（
水)

午
前
９
時
か
ら
12
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
倉
石
）

・
行
政
相
談

平
成
16
年
10
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
５
時

倉
石
温
泉

・
行
政
・
人
権
合
同
特
設
相
談

平
成
16
年
10
月
12
日
（
火)

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
行
政
特
設
相
談

平
成
16
年
10
月
21
日
（
木)

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

役
場
川
内
支
所

・
行
政
特
設
相
談

平
成
16
年
10
月
22
日
（
金)

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

役
場
浅
田
支
所

・
行
政
相
談

平
成
16
年
10
月
25
日
（
月)

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
一
日
合
同
行
政
相
談
所

平
成
16
年
10
月
28
日
（
木)

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

ラ
ピ
ア
長
崎
屋

２
階
ラ
ピ
ア
ホ
ー
ル

●
五
戸
町
行
政
相
談
委
員

佐
々
木
秀
雄
℡
62
│

３
３
０
１

柳
沢
　
慶
一
℡
77
│

３
１
６
５

●
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

久
保
　
　
正
℡
77
│

２
５
９
３
　

沼
畑
　
　
清
℡
62
│

３
２
４
９

高
奥
　
　
惠
℡
62
│

２
０
２
６

原
　
冨
美
子
℡
68
│

２
２
４
０
　

高
谷
冨
士
男
℡
77
│

３
０
９
４

石
渡
　
幹
郎
℡
67
│

２
９
０
６

川
h

光
雄
℡
68
│

３
１
８
４

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

で
は
、
10
月
１
日
の
「
法
の
日
」

に
ち
な
み
登
記
や
戸
籍
・
国

籍
・
供
託
お
よ
び
人
権
擁
護
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

●
日
　
　
時

平
成
16
年
10
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
場
　
　
所

八
戸
市
根
城
９
丁
目
13
│

９

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

地
下
会
議
室

●
相
談
内
容

土
地
・
建
物
の
登
記
、
土
地

の
境
界
争
い
、
遺
産
相
続
、

戸
籍
の
取
り
扱
い
、
国
際
結

婚
、
国
籍
の
取
り
扱
い
、
家

賃
な
ど
の
供
託
、
借
地
・
借

家
、
遺
言
、
近
所
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
い
じ

め
や
体
罰
問
題
な
ど

●
相
談
担
当
者

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
法
務
局
職
員

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

総
務
課
　
総
務
課
長
　
小
寺

℡
24
│

３
３
４
６

６
月
に
発
行
し
た
「
新
五
戸
町

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ｖ
ｏ
ｌ
・
２
」
の

５
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
　
行
政
相
談
員

正
　
行
政
相
談
委
員



軒
あ
っ
た
。
案
内
役
の
大
久
保
日

出
男
さ
ん
は
「
大
久
保
平
に
数
人

が
住
み
、
開
墾
や
開
田
を
や
っ
た

ら
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

刀
の
つ
ば
と
墓
石
一
基
が
発
見

さ
れ
た
。
碑
文
は
「
元
斗
南
藩
士

高
田
正
作
妻
墓
・
明
治
七
年
六
月

二
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。

明
治
五
年
の
戸
籍
士
族
卒
名
簿

に
は
「
三
戸
郡
第
二
区
中
市
村
士

族
、
八
代
佐
川
官
兵
衛
壬
申
年
四

十
三
歳
」
と
あ
る
。
老
母
と
五
戸

在
の
山
奥
に
住
み
、
毎
日
濁ど

ぶ

酒ろ
く

を
飲
ん
で
会
津
藩
の
悲
運
を
嘆
い

た
。
そ
の
後
、
会
津
に
帰
り
羅ら

卒そ
つ

（
巡
査
）
募
集
に
応
募
。
西

南
戦
争
に
大
警
部
と
し
て
出
陣

し
、
敵
弾
に
倒
れ
た
。
戊
辰
戦
争

の
敗
者
と
は
い
え
、「
鬼
の
官
兵

衛
」
の
異
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か

せ
た
名
将
だ
け
に
、
陰
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
大
久
保
の
山
中
に
源
福

寺
の
前
身
で
あ
る
庵
寺
が
あ
っ
た

っ
た
。
寺
子
屋
を
開
設
し
、
明
治

初
期
の
小
学
創
立
は
、
こ
の
寺
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
一
説
に
は
「
明
治
時
代
、
会
津

藩
士
が
寺
で
読
み
書
き
を
教
え

た
」
と
も
）

境
内
に
は
相
撲
の
盛
ん
な
土
地

柄
を
表
し
、
力
士
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
て
お
り
、
十
年
に
一
回
奉
納

相
撲
が
行
わ
れ
た
。

浦
田
共
同
墓
地
に
は
、
軽
量
力

士
で
前
頭
二
枚
目
ま
で
進
ん
だ
鬼

龍
山
雷
八
（
本
名
古
川
石
松
）
の

墓
が
あ
る
。
「
鬼
龍
山
雷
八
之

墓
・
広
徳
院
覚
阿
宥
仁
居
士
・
昭

和
十
二
年
十
二
月
十
三
日
・
俗
名

古
川
仁
右
衛
門
六
十
二
歳
」（
俗

名
は
先
代
の
襲
名
の
よ
う
だ
）。

裏
に
は
「
弟
子
大
関
鏡
岩
善
四
郎

建
之
」。
鏡
岩
は
、
母
親
宅
で
あ

る
四
和
村
（
現
十
和
田
市
米
田
）

赤
伏
で
育
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

鏡
岩
の
妻
に
は
古
川
仁
太
郎
の
娘

が
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
、
墓
碑
を
贈

っ
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
大
正
時
代
に
こ
の
鬼
龍
山

が
活
躍
し
た
こ
と
は
、
地
元
以
外

の
県
民
に
案
外
忘
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
新
町
の

内
藤
信
俊
さ
ん
が
「
中
市
に
槍
の

名
人
、
会
津
藩
士
佐
川
官
兵
衛
が

住
ん
で
い
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。資
料
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、

メ
モ
だ
け
で
も
し
て
お
い
た
ら
」

と
教
え
て
く
れ
た
。

「
大
久
保
平
（
通
称
屋
敷
山
）

に
居
た
ら
し
い
が
…
」
た
ま
た
ま

そ
ん
な
噂
が
耳
に
入
っ
た
の
で
訪

ね
て
み
た
。
中
市
本
村
か
ら
北
へ

約
三
キ
ロ
、
山
の
中
に
農
家
が
八

と
い
う
説
を
唱
え
る
老
人
が
い

た
。
武
田
甲
斐
の
落
武
者
が
敗
走

し
て
大
久
保
に
住
み
、
庵
寺
を
建

立
し
た
と
い
う
話
で
、
土
台
に
使

っ
た
と
い
う
大
き
な
石
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。

源
福
寺
は
、
花
巻
の
瑞
興
寺
十

二
世
陽
山
天
朔
大
和
尚
を
招
き
慶

長
三
年
（
一
五
九
八
年
）
に
開
山
。

中
市
の
本
堂
と
庫
裏
は
、
安
永
九

年
十
一
月
に
再
興
し
た
と
伝
わ

る
。
天
正
年
間
、
九
戸
騒
動
に
住

職
が
加
担
し
た
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
約
百
五
十
年
、
住
職
不
在
が

続
い
た
。
歴
史
は
古
い
が
、
火
災

に
二
度
遭
っ
て
資
料
は
少
な
い
。

写
本
の
過
去
帳
は
宝
暦
年
間
か
ら

の
部
分
が
残
っ
て
い
る
由
。

源
福
寺
は
江
戸
時
代
、
子
ど
も

の
学
問
に
情
熱
を
注
い
だ
時
が
あ

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,４０９人（－21）

女　１１,０９３人（－１）

総人口２１,５０２人（－22）

世帯数１６,８８１世帯（－３）

平成16年９月１日現在

Ｎｏ.116

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

11月 の納期

納
期
限
11
月
１
日

町
県
民
税

第
３
期

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

東
北
三
吉
工
業
㈱
（
田
沢

英
治
代
表
取
締
役
）
か
ら
30

万
円

400年以上の歴史を持つ源福寺

源福寺の庵寺の土台といわれる大久保の手洗石


